
一

二

1 プ万
骨
塔
(
下
関
市
長
府
・
功
山
寺
)

#
ー

/

あ
っ
た
。
新
島
が
品
川
か
ら
受
け
た
印
象
は
、

「
中
々
才
物
」
で
あ
っ
た
。

品
川
弥
二
郎

士
」
よ
、
ワ

功
山
寺
は
下
関
・
長

井

の
古
利
で
あ
る
。
境
内
に
長

と門
尊
攘
堂
(
下
関
市
立
長
府

博
物
館
)
が
行
む
。
吉
田
松

陰
門
下
の
品
川
弥
二
郎
が
、

尊
王
精
神
高
揚
の
た
め
に
帰

独
後
の
1
8
8
7
年
に
京
都

に
建
て
た
の
が
原
型
(
現
京

都
大
学
文
化
財
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
)
で
あ
る
。
「
長
門

に
も
」
と
の
品
川
の
遺
志
を

1
9
3
3
年
に
実
現
さ
せ
た

の
が
、
桂
弥
一
で
あ
る
。

こ
の
品
川
と
新
島
襄
は
ド

イ
ツ
(
ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ン
)

で
遡
遁
し
て
い
る
。
新
島
が

岩
倉
使
節
団
の
務
め
を
終

え
、
当
地
の
温
泉
で
保
養
中
、

使
節
団
副
使
の
木
戸
孝
允

◆
)
、
が
、
ド
イ
ツ
留
学
中
の
品
川

と
青
木
周
蔵
を
引
き
連
れ
て

療
養
に
来
た
。
木
戸
と
は
再

会
、
留
学
生
と
は
初
対
面
で

万
骨
塔
尊
攘
堂
の
隣
に
桂
は
万
骨
塔
(
#
1
)
も
建

設
し
た
。
勤
皇
の
士
を
祀
る
た
め
に
、
全
国
各

地
か
ら
「
霊
石
」
を
取
り
寄
せ
た
。

正
面
中
央
は
京
都
府
で
、
鞍
馬
石
で
あ
る
。

そ
の
上
に
「
明
治
維
新
前
勤
皇
志
士
集
会
之

所
京
都
薩
州
邸
址
」
(
#
2
)
が
乗
る
。
薩

摩
藩
邸
(
二
本
松
屋
敷
)
の
石
で
あ
る
。
こ
こ

で
結
ぱ
れ
た
薩
長
同
盟
に
、
長
州
藩
か
ら
は
木

戸
や
品
川
が
立
ち
会
っ
た
。

そ
の
跡
地
に
立
つ
同
志
社
大
学
は
、
品
川
ゆ

か
り
の
こ
の
「
霊
石
」
を
長
府
に
寄
贈
し
た

同
志
社
寄
贈
「
京
都
薩
州
邸
址
」
の
石
(
功
山
寺
)

#
2

の
像
(
#
4
)
が
立
つ
。

彼
の
支
援
者
に
入
江
和
作
(
後
述
)
が
い
る
。

新
島
は
入
江
家
で
晋
作
情
報
を
仕
込
み
、
日
記

に
記
す
。
「
高
杉
氏
ハ
当
時
、
長
ノ
策
士
。
遥

二
木
戸
公
ノ
右
二
出
タ
ル
人
物
ノ
ヨ
シ
。
恨
ク

ハ
先
生
、
肺
病
二
櫂
り
テ
死
シ
、
自
ラ
維
新
ノ

美
果
ヲ
見
サ
ル
ハ
、
遺
憾
ノ
至
り
ナ
リ
」
と
。

、
、
ノ

新
島
は
留
学
中
に
知
遇
を
得
た
木
戸
を
高
く

評
価
し
て
い
た
。
そ
の
木
戸
に
晋
作
は
勝
る
と

も
劣
ら
な
い
と
い
う
。
晋
作
と
新
島
は
生
涯
、

見
え
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。
が
、
両
者

ゆ
か
り
の
品
々

が
死
後
、
同
じ

境
内
に
並
ぶ
の

は
奇
縁
で
あ

る
0

ふ
た
り
に
は

共
通
点
が
あ

゛

る
。
晋
作
も
上、

海
に
渡
り

一
連
邦
志
略

を
購
入
し
た

晋
作
は
梅
を
愛

好
す
る
。
墓
所

近
く
の
東
行

■
:
゛
,
.
"
●
'
,
局
写
,
鳳
'

理
事
会
記
録
に
は
、
桂
氏
に
「
寺
小
屋
前
庭
の

一
個
を
寄
付
」
、
と
あ
る
。
現
在
、
本
学
に
は

薩
摩
藩
邸
を
偲
ぶ
も
の
は
皆
無
で
あ
る
。
本
州

西
端
に
据
え
ら
れ
た
こ
の
石
が
唯
一
の
遺
物
で

あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
「
群
馬
県
新
島
襄
霊
位

誕
生
地
」
(
#
3
)
の
石
も
あ
る
。

高
杉
晋
作

功
山
寺
は
、
高
杉
晋
作
が
奇
兵
隊
を
旗
揚
げ

し
た
地
で
も
あ
る
 
1
8
6
4
年
の
こ
と
で
、

新
島
密
出
国
の
年
で
も
あ
る
。
境
内
に
は
晋
作

ノ

と
う
剛
L
よ
、
ウ

＼

新島襄の「霊石」(功山寺)#3
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高
杉
晋
作
像
(
功
山
寺
)

#
4

庵
(
下
関
市
吉
田
)
に
は
梅
林
が
あ
る
人

は
百
花
に
先
駆
け
て
花
を
つ
け
る
梅
が
好
き
だ

つ
た
志
半
ぱ
で
倒
れ
た
点
も
共
通
す
る

吉
敷長
州
は
維
新
の
「
勝
ち
組
」
で
あ
っ
た
木

P
孝
允
(
#
5
)
や
伊
藤
博
文
、
井
上
馨
(
#

6
)
、
品
川
ら
か
ら
新
島
が
受
け
た
厚
遇
は
計

り
知
れ
な
い
。
「
勝
ち
組
」
は
キ
リ
ス
ト
教
と

は
そ
も
そ
も
疎
遠
で
あ
る
近
代
口
本
の
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
は
、
会
津
藩
の
よ
う
に
戊
辰
戦
争

「
負
け
組
」
に
支
持
者
が
多
い
が
、
長
州
で

よ
し
、
L

も
吉
敷
は
別
で
あ
る

木
戸
孝
允
旧
宅
(
山
口
市
糸
米
・
木
戸
神
社
)

#
5会

衆
派
牧
師
、
沢
山
保
羅
(
#
7
)
と
成
瀬

じ
ん
ぞ
う

仁
蔵
(
#
8
)
を
生
む
。
長
老
派
牧
師
の
服
部

章
蔵
(
#
9
)
も
、
で
あ
る
。
イ
エ
ス
の
十

弟
子
中
、
二
人
を
出
し
た
街
に
倣
っ
て
、
吉
敷

は
「
山
口
県
の
べ
ッ
サ
イ
ダ
」
と
も
呼
ぱ
れ
る
。

信
徒
で
は
な
い
が
、
詩
人
の
中
原
中
也
は
カ
ト

リ
ッ
ク
家
族
の
中
で
育
っ
た
。
さ
す
が
に
ザ
ビ

エ
ル
の
伝
道
地
で
あ
る

さ
わ
や
ま
ぽ
う
ろ

い
と
よ
ね

内
海
忠
勝

内
海
忠
勝
(
#
W
)
も
、
吉
敷
で
あ
る
。
ア

メ
リ
カ
留
学
か
ら
帰
国
し
た
沢
山
保
羅
を
1
5

0
円
の
高
給
で
官
界
に
誘
っ
た
の
は
、
内
海
大

#
6

恋

,

井
上
馨
像
(
山
口
市
湯
田
温
泉
・
高
田
公
園
)

阪
府
参
事
で
あ
っ
た
。
沢
山
は
「
勝
ち
組
」
コ

ー
ス
を
拒
否
し
、
あ
え
て
月
額
7
円
の
牧
師
の

ふ

じ
ま
工
゛

道
を
選
ん
だ
新
島
が
田
中
不
二
麿
や
森
有
礼

か
ら
オ
フ
ァ
ー
さ
れ
た
出
仕
の
誘
い
を
断
っ
た

こ
と
と
双
壁
を
な
す
。

こ
の
内
海
は
、
新
島
を
も
支
援
し
た
。
新
島

が
大
阪
で
学
校
設
立
運
動
を
し
た
際
、
木
P
のこ

指
示
も
あ
っ
て
、
内
海
大
阪
府
参
事
は
磯
野
小

も
ん

・
え
右
衛
門
(
長
州
阿
武
郡
出
身
の
豪
商
)
の
寄
附

を
と
り
つ
け
て
く
れ
た
。
内
海
は
新
島
と
同
年

齢
で
、
若
い
こ
ろ
奇
兵
隊
に
馳
せ
参
じ
て
い
る
。

新
島
同
様
岩
倉
使
節
団
に
大
使
随
行
員
と
し

て
加
わ
っ
た

、
.

#
フ

「
沢
山
保
羅
生
誕
の
地
」
碑

(
右
は
旧
居
。
山
口
市
吉
敷
)

ト
、

.

.

.

「
成
瀬
仁
蔵
氏
誕
生
地
記
念
碑
」
#
9

#
8

(
山
口
市
吉
敷
)

「
内
海
忠
勝
顕
彰
碑
」
(
山
口
市
・
木
戸
神
社
)

#
伯

条
團
や

定
宿
二

曾
牡

、

'
喩
,
舩

阪
扱

新
島
が
長
州
訪
問

と
こ
ろ
で
、
新
島
の
長
州
訪
問
は
、
 
1
8
8

0
年
円
月
、
今
治
か
ら
博
多
に
赴
く
際
に
立
ち

寄
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
討
日
の
朝
に
今
治
を
発

ち
、
美
津
が
浜
(
松
山
市
)
で
船
を
乗
り
継
い

.
り
え
の
せ
、
、
な
か
の
せ
、
L

で
、
タ
方
、
上
関
に
入
港
。
三
田
尻
(
ル
関
)

ぱ
か
ん

を
経
て
、
下
関
(
馬
関
)
に
は
部
日
午
前
3
時

即
分
の
到
着
で
あ
る
。

す
ぐ
に
川
卯
旅
館
(
#
Ⅱ
)
に
入
る
。
早
朝

服
部
章
蔵
旧
宅

(
山
口
市
吉
敷
)

ト
A
・

、
局
、
〒

、
、
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ー
ー
ー
f
1
ー
ー
ー

に
は
手
紙
3
通
を
認
め
、
温
泉
に
浸
か
っ
た
。

そ
れ
か
ら
「
壇
ノ
浦
ノ
砲
厶
三
(
#
n
)
を
見

物
し
、
午
後
、
 
3
軒
の
家
庭
を
訪
問
し
た
。

下
関
の
新
島
襄

田
中
町
の
服
部
章
蔵
牧
師
、
仏
徒
の
栗
屋
正

臣
、
入
江
和
作
の
家
(
#
B
)
で
あ
る
。
他
教

派
を
も
激
励
し
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
こ
の
時
、

新
島
は
入
江
か
ら
十
数
年
前
(
1
8
6
4
S
1

8
6
5
年
)
の
「
長
州
騒
動
」
(
長
州
征
討
)

を
聞
き
取
り
、
日
誓
克
明
に
記
録
す
る
。

人
江
に
送
ら
れ
て
宿
に
戻
っ
た
新
島
は
、
そ

し
た
大

ー
ー

E
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1
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1
 
、
 
1
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'
,
亀
邑
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ー
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ー
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^
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゛
;
・
'
[
、
,
、
,
^
^
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^
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・
'
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一
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'
・
,
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弔
'
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f
 
1
 
冒
.
'
ー

#
袷
入
江
和
作
旧
宅
跡

(
山
口
銀
行
下
関
支
店
・
下
関
市
田
中
町
)

の
夜
円
時
半
発
の
船
で
出
港
し
た
。
下
関
滞

在
は
正
味
1
日
(
早

朝
か
ら
深
夜
ま
で
)

で
あ
っ
た
。
帰
り
は

口
月
3
日
で
、
未
明

に
入
港
、
す
ぐ
美
津

が
浜
に
向
か
っ
た

下
関
伝
道

下
関
は
山
口
県
で

は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

発
祥
の
地
で
あ
る

し
か
も
、
新
島
が
訪

ね
た
の
は
、
教
会
胎

ー
ー
ー
ー

弘
中
又
一

新
島
、
水
眠
の
"
に
長
州
(
現
周
南
市
)
か
ら

吉
年
が
同
志
社
に
人
7
し
た
弘
中
又
一
で
あ

る
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
数
学
教
師
と
し
て
松
山
中

学
校
に
赴
任
し
、
湫
石
に
出
会
う
。
そ
し
て

坊
ち
ゃ
ん
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
(
拙
稿

#
仏
下
関
教
会

(
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
。
下
関
市
田
中
町
)

動
期
で
あ
っ
た
。
主
軸
は
服
部
(
東
京
築
地
一

致
教
会
長
老
)
と
青
山
昇
三
郎
(
東
京
本
郷
教

会
で
あ
る
前
年
5
月
に
東
京
か
ら
転
じ
、

服
部
は
す
で
に
自
宅
に
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校

(
光
塩
英
学
校
。
現
梅
光
女
学
院
)
ま
で
開
校

さ
せ
て
い
た
。

牧
師
を
助
け
た
地
元
名
士
が
入
江
と
粟
屋

(
国
学
者
)
で
あ
っ
た
。
入
江
は
宣
教
師
か
ら
、

新
島
と
会
う
5
力
月
前
に
洗
礼
を
受
け
た
ぱ
か

り
で
、
自
宅
を
集
会
所
に
し
て
い
た
粟
屋
も

6
月
に
青
山
か
ら
洗
礼
を
受
け
て
い
た
こ
う

し
た
こ
と
も
手
伝
っ
て
、
新
島
の
訪
問
か
ら
2

力
月
後
に
は
、
山
口
初
の
教
会
(
現
日
本
キ
リ

ス
ト
教
団
下
関
教
会
#
N
)
が
誕
生
す
る
。

「
弘
中
又
こ
、
『
同
志
社
山
脈
』
所
収
)
。

最
後
の
教
鞭
は
同
志
社
中
学
校
で
あ
る
田

し
の
ぷ

畑
忍
(
元
同
志
社
大
学
長
)
は
恩
師
を
「
脱

俗
」
と
評
す
る
。
新
島
の
命
日
に
は
墓
参
り
を

欠
か
さ
な
か
っ
た
。
今
は
生
家
(
#
巧
)
に
近

い
常
照
院
(
湯
田
温
泉
)
に
ひ
っ
そ
り
と
眠
る

(
#
玲
)
。
境
内
の
尋
父
厶
園
(
#
Π
)
の
碑
は
、

.
、
、

「
教
育
は
王
道
な
り
」
と
刻
む
。
最
期
ま
で
新

島
の
門
弟
で
あ
ろ
う
と
志
し
た

紀
行
 
5

弘中又一生家(周南市湯野温泉)# 15

弘中又一の墓(中央周南市湯野温泉・常照院)# 16

敷餐Ⅶ圭通な"

弘中又一公園(周南市・常照院)# 17

#12 壇の浦砲台跡(下関市・みもすそ川公園)
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